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研究分野：人文学
科研費の分科・細目：哲学、倫理学
キーワード：美の哲学、新プラトン主義、中世哲学、形而上学、美学芸術、教父
哲学、神秘主義、西洋中世美術

１．研究計画の概要
新プラトン主義の美の思想がどのように中
世キリスト教思想に伝播し変容していった
のかについて、その史的展開を、中世の形而
上学的美学の研究・教父とスコラ哲学の歴史
研究・中世の芸術研究のその三局面において
研究する。

２．研究の進捗状況
平成 18 年度はプロティノス美学研究を教父
思想研究を出発点とし、学会等にて成果を発
表した。特に重要なのは、東方キリスト教へ
の新プラトン主義の研究が進んだ点である。
これは、のちのビザンチン思想や神秘主義思
想に繋がる研究であり。大きな足がかりをつ
くったと言えるものである。間接的ではある
が、ロマネスク美術様式と中世美学思想との
接点をつくる研究にも成果があった。また平
成 19 年度は三班に分かれた研究として、プ
ロティノス美学研究、光の美学研究、中世末
期の神秘思想とを分担し、各班に分かれて研
究の促進に努め、一定の成果をあげた。この
中では、プロティノス美学研究という点で研
究は大きく進んだと言える。その他、翻訳を
中心にしたクザーヌス研究、新プラトン主義
との関係が問題にされるオリゲネス研究な
ど、キリスト教思想の歴史研究も進んだとい
える。中世美学思想の歴史研究の基礎的な部
分はほぼおさえた研究状況である。さらに、
平成 20 年度は研究代表者を中心にして新プ
ラトン主義研究とアウグスティヌス美学研
究を進めた。とくに、具体的な「音楽」を通

じた美学思想の研究により、中世の宇宙論や
数論の文脈の中での「美」の史的概念をとら
える基盤を築いたとすることができる。これ
に加えて、またエックハルト研究でも進展が
あり、歴史研究としての「中世美学」の構築
のための大きな進展をとげたと言える。

３．現在までの達成度
平成 18 年度の計画書に沿って、着実に研究
は進展している。若干、研究分担者自身の研
究目的に沿った成果もあり、当科研費の研究
目的に符合しないようにみえる成果もある
が、これは問題にはならない。もとより、当
研究課題は学際的な色彩を帯びた総合的な
研究であり、各自の研究は「美」の概念に関
する史的解釈の多様性に寄与するからであ
る。この中で、達成度は下記の如くである。
（１）当初の計画以上に進展している
プロティノス美学研究と東西の教父哲学の
美学研究
（２）おおむね順調に進展している
分担者の個別研究
（３）やや遅れている
「光の美学」研究
（４）遅れているなし

４．今後の研究の推進方策
計画 4 年目となり、研究全体をまとめて発表
計画をする時期に来ていると考え、既に出版
物作成のための計画を立てている。現在、全
体のテーマと人選と各課題を検討中である。
現在の予定では出版物は科研費の課題を反
映させ「『西洋中世における「美」の哲学』（仮）
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とする予定である。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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